
【六反田地区鬼火について】

六反田地区にて１００年以上続く「鬼火」。以前は各自治会で行われるほど盛んな行事（山口自治会でも５箇所、

後登龍で３箇所）であったが、人口減少（特に子供たちの減少）とともに現在では実施する自治会も少なくなった。

その当時は、尋常高等小学校の卒業を控え、実業学校に入学直前の青年（１４～１５歳）が取りまとめを行い、

午前３時ぐらいから「他の鬼火と競うように」点火をするような風潮があった。

しかし、その「鬼火」が中断される。戦況が日中戦争から太平洋戦争に移行する１９４１年（昭和１６年）、「山口尋

常小学校」も「山口国民学校」に改称し、『灯火管制』や『国民精神総動員』という時代の背景から、「鬼火」を自粛す

るようになった。（明治４１年から撮られている山口小学校の卒業写真も、国民学校時代の分だけが欠けている）。

その後「鬼火」は昭和３０年代後半に、地域の育成会によって、子供たちのために復活する事となる。現代におい

て「鬼火」を続けていく事は、無病息災祈願はもちろん、「子供達が平和に暮らせるように」という祈りでもある。

■赤い屋根のふるさと交流館（旧山口小学校）
【住 所】 南島原市加津佐町戊1１２０８番地
【連絡先】 山口小学校閉校跡地利活用検討委員会
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※準備は1月6日に実施。雨天決行、豪雨の場合のみ中止


